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 平成28年4月14日夜、16日未明他に発生した熊本地震から8カ月が経過

しました。あらためてこの度の地震で亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたしま

すと共に、被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます。 

ビハーラ秋田では、熊本の復興支援の一助として、「熊本地震被災地支援バザー」

を大館市・いとく大館ショッピングセンターと北秋田市・阿仁合駅「のりものまつ

り」で行いました。 

【大館市（5月６日）】 大館ショッピングセンター北口駐車場特設エリアにて行

われた支援バザーでは、皆様のおかげをもちまして、３５５，６３０円の収益金と

なりました。この収益金は大館市社会福祉協議会にお届けしました。 

 

【北秋田市（５月21・22日）】 

以前、阿仁のくまくま園に、熊本県の

「くまモン」が訪れたご縁のある阿仁地

区。多くの人が訪れる北秋田市阿仁合駅前の「のりものまつり」会場内において行

った支援バザーでも、皆様のおかげをもちまして、１５２，０００円の収益金とな

りました。この収益金は北秋田市社会福祉協議会にお届けしました。 

このバザーではＪＡ大館・北秋田葬祭センター様に、荷物の運搬・保管・売り子

等、多大なご協力をいただきました。また、バザー出品物のご提供、当日お買い上

げいただいた皆様、本当にありがとうございました。厚く御礼申し上げます。 

共同募金会を通じて、被災地で今なお困難のさなかにある多くの方々のために役

立てていただきたいと思います。 
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 平成28年10月11日（月）、北秋田市

市民ふれあいプラザ・コムコムを会場に、秋

田こころのネットワーク代表・小坂和子さん

（当会会員）より、「患者と家族、ともに生き

る～『がん患者大集会』参加報告～」と題し

てのお話を伺いました。 

秋田市にて行われたがん患者大集会は、こ

れまで全国各地で行われ第12回を数えます。

医師や看護師、がん体験者や患者会などの主催者、遺族、厚労省のがん対策担当者

が一堂に会するこの会で、パネリストとして登壇した小坂さんから、かつてご主人

を看送られた体験を踏まえ、この度の集会での収穫についてお聴きしました。 

その後は、コーヒーを飲みながら参加者同士で意見交換を行いました。今回は、

医師や元看護師、がん体験者、患者のご家族、遺族の方々が参加され、家族をがん

で亡くした体験や、今まさに肉親ががん闘病中という方のお話しを伺い、家族の辛

さや、時には息抜きの大切さ、患者も家族もまた遺族も孤立しない・孤立させない

ような相談や息抜きの場の必要性を改めて感じるひとときとなりました。

 

 

 平成２８年１２月１７日、北秋田市交

流センターにて奈良医院院長・奈良正人

先生（当会会員）から、「健康寿命を考

える」と題してお話を伺いました。 

統計的な情報や実際の経験から具体

的なエピソードがあり、一つ一つ納得す

る中で笑いもあり、明るい空間となりました。今回初めて参加した方が、ご自

身の経験や感じていることなどを話す中、同じ病の経験がある方々にだからこ

そ話せるという言葉に、皆さん大きく頷いていました。また、北秋田市でがん

サロンを始めた「北秋田虹の会」さんとも横の繋がりが出来るなど、カフェ活

動の地道な力を感じることができたように思います。 
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 ビハーラセミナー 

日 時 平成２９年２月４日（土）午後３時～ 午後５時 

会 場 北秋田市民ふれあいプラザ コムコム 大研修室 

演 題 「霊性の医療をひらく」 

講 師 対本
つしもと

 宗
そう

訓
くん

 先生（大館市・明日実病院院長） 

参加費 ５００円（当会会員は無料） 

 

【講師のプロフィール】 

1954 年 愛媛県生まれ。 

1979 年 京都大学文学部哲学科卒業後、京都嵯峨

天龍寺専門道場にて 15年間修行。 

1993 年 臨済宗佛通寺派管長に就任し、 日本国

内及びヨーロッパで禅の指導を行う。 

2000 年 帝京大学医学部に入学し、臨済宗佛通寺

派管長を退任。 

2006 年 帝京大学医学部を卒業。医師免許取得後、

同大学付属病院で初期臨床研修を終了。帯津三敬

病院及び都内診療所などに勤務。 

2010 年 東京財団研究員として英国ロンドンに

て臨床研修。 

2012 年 ロンドン大学医療人類学修士課程に入学し、2013 年に修了。 

2014 年 帰国しリンデンクリニック開院。 

2016 年 医療法人健永会明日実病院院長・理事長に就任し、現在に至る 

 

 

  ビハーラ秋田 平成２９年度総会の開催 

セミナー終了後、平成２９年度総会を同会場にて行います。会員の皆様

はふるってご参加ください。 
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 災害ボランティアセンターのあり方を考えるフォーラム 

主 催 社会福祉法人 秋田県社会福祉協議会 

日 時 平成２９年２月１５日（水）午前１０時２０分～午後３時１５分 

会 場 秋田県社会福祉会館１０階大会議室 

参加費 無料（但し昼食代６００円） 

内 容 基調講演「災害ボランティア活動を支援するネットワークと人・ 

もの・資金・被災地における官民連携の現状について」 

      対談 「何のため・誰のための災害ボランティアセンターか」 

講 師 全国社会福祉協議会全国ボランティア・市民活動振興センター 

副部長 園崎 秀治 氏 

     特定非営利活動法人にいがた災害ボランティアネットワーク 

事務局長 李 仁鉄 氏 

   群馬県前橋市社会福祉協議会地域福祉課主任  高山 弘毅 氏 

 

 

 

 ２月４日のビハーラセミナーの講師、対本宗訓先生には、

著書が多数ありますが、その中で 2001 年、医学部に在学中

に書かれた一冊をご紹介します。  

三十八歳という異例の若さで臨済宗佛通寺派の最高位

である一派の管長となり、生き仏様として人々から尊崇さ

れる身でありながら、なぜ人生の半ばで方向転換し、一禅

僧として医師を目指すのか？  

マザーテレサが、神が心に命じるところに従いたった一

人で路頭に立たれたように、自らの内なる声に従い、道を

歩もうとする対本先生の心の軌跡が綴られています。 

葛藤を抱えながらも、「内なる声」に従って歩むとはどういうことなのか、自分

自身にも置き換えて深く問うことのできる一冊です。 

ビハーラ秋田は、北秋田市社会福祉協議会の「災害ボランティア連絡会議」の

加盟団体です。災害ボランティアにご関心のある方は、どうぞご参加下さい。 

参加ご希望の方は、事務局までご連絡ください。 締切：１／３１（火） 
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各 地 区 事 務 局 

能代地区 山田 俊哉 0185-58-2302（倫勝寺） 

藤里地区 新川 泰道 0185-79-1522（宝昌寺） 

二ツ井地区 木村 高寛 0185-73-2755（梅林寺） 

鷹巣地区 佐藤 俊晃 0186-66-2032（龍泉寺） 

大館地区 佐藤 善廣 0186-49-5173（本宮寺） 

森吉地区 奥山 亮修 0186-72-4143（龍淵寺） 

阿仁地区 今井 典夫 0186-82-2418（善勝寺） 

上小阿仁地区 保坂 康雄 0186-77-2750（福昌寺） 

合川地区 亀谷 隆道 0186-78-2344（太平寺） 

 

 

       随時入会できます。各事務局までご連絡ください。 

         ビハーラリポートや各種案内を送付させていただきます。 

            年 会 費  2,000 円  

            郵便振替  02580-5-50937 

【編集後記】 今年はビハーラ結成 25 周年となります。日時内容は未定です

が、記念行事を立案中です。会員の皆様からもご意見ご要望をお寄せ頂けれ

ば幸いです。                       富樫善明 

事務局から 

当会の活動にご理解ご協力ありがとうございます。今後も活動を継続して

いく為にも、会員皆様におかれましては、年会費の納入をよろしくお願いい

たします。 

皆様からのご意見・ご感想、情報・案内などお待ちしております。その他、

住所変更などございましたら事務局までご連絡お願いいたします。 

 

ビハーラ秋田 事務局（大館市 本宮寺内） 

  〒018-5752 大館市本宮字熊の下 14  電話 0186-49-5173 

E メール vihara@jt.main.jp  

mailto:vihara@jt.main.jp

